
組組
合合
のの
活活
性性
化化
をを
図図
りり
、、

組組
織織
拡拡
大大
・・
内内
部部
強強
化化
をを

実実
現現
しし
よよ
うう
！！

執

行

委

員

長

相

川

哲

男

副
執
行
委
員
長

北

村

政

和

副
執
行
委
員
長

舩

津

栄

市

副
執
行
委
員
長

前

田

三

男

副
執
行
委
員
長

中

村

一

明

副
執
行
委
員
長

大

島

弘

雄

副
執
行
委
員
長

工

藤

是

正

書

記

長

田

上

一

郎

書

記

次

長

石

田

哲

雄

中

央

支

部

長

坂

口

忠

義

大

浦

支

部

長

田

上

義

高

市

南

支

部

長

中

島

直

人

東
長
崎
支
部
長

牧

島

貢

浦
上
西
支
部
長

古

川

勝

浦
上
東
支
部
長

田

中

秀

則

西

彼

支

部

長

尾

崎

由

盛

諫

早

支

部

長

高

谷

義

信

大

村

支

部

長

伊

藤

一

廣

島

原

支

部

長

木
之
田

隆

佐
世
保
中
央
支
部
長

塚

本

芳

美

佐
世
保
東
支
部
長

丸

田

勉

佐
世
保
北
支
部
長

小

林

健

治

北

松

支

部

長

須

藤

輝

久

平

戸

支

部

長

寺

田

孝

弘

青

年

部

長

北

村

亮

樹

主

婦

会

長

荒

木

恵

子

常

任

顧

問

金

子

三
智
郎

顧

問

前

田

富

雄

長
崎
県
建
設
産
業
労
働
組
合

長
崎
県
建
設
事
業
国
民
健
康
保
険
組
合

�
長
崎
県
中
小
建
設
業
協
会

長
崎
県
建
設
技
術
専
門
学
院
本
部

発行●長崎県建設産業労働組合 〒852‐8021 長崎市城山町１７番５８号 TEL 095‐862‐7121 FAX 095‐862‐5281 http//www.kensetunagasaki.org/ 発行責任者●北村政和 編集人●田上一郎

January
No.523
２００９年１月１５日

１部２０円 組合員の購読料は組合費に含みます

印刷●�昭和堂 TEL 095‐821‐1234

新春特集号
事務所は１月６日からです。
尚、１月５日は本部旗開きを行います。

1
１ 毎月１回１５日発行 ２００９年（平成２１年）１月１５日発行建 設 長 崎第５２３号 （１９７４年５月３０日 第３種郵便物認可）�



拡大する不平等感�
所得・資産の現状についての意識（％）�

内閣府国民生活局「国民生活選好度調査」�

↑　　�
「満たされていない」の計�

「満たされている」の計�
↓　　　　　�
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昨
年
は
私
た
ち
の
仕
事
や
生
活
面
だ
け
で
は
な
く
、
米
国
を
震
源
と

す
る
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン
、
リ
ー
マ
ン
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
証
券
の
破
綻
が
、

世
界
同
時
株
価
下
落
を
誘
い
、
世
界
的
金
融
危
機
の
様
相
を
呈
し
、
金

融
不
況
の
波
は
日
本
の
最
西
端
長
崎
に
も
大
き
く
押
し
寄
せ
、
建
設
技

能
者
に
は
、
仕
事
が
な
く
、
工
事
単
価
・
賃
金
も
下
落
し
、
生
活
は
破

綻
の
危
機
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

不
況
の
今
だ
か
ら
こ
そ
、「
数
の
力
」
を
合
言
葉
に
、
組
織
を
強
く

大
き
く
す
る
こ
と
が
私
た
ち
が
必
要
と
す
る
諸
要
求
を
実
現
す
る
早
道

で
す
。
地
域
、
職
場
毎
に
内
部
強
化
を
図
り
つ
つ
、「
し
っ
か
り
話
し

合
い
」、
新
し
く
加
入
し
た
仲
間
に
未
加
入
者
の
紹
介
を
呼
び
か
け
る

と
と
も
に
、
青
年
や
、
主
婦
の
皆
さ
ん
に
も
幅
広
く
呼
び
か
け
な
が
ら
、

脱
退
者
防
止
と
、
新
加
入
者
を
増
や
す
運
動
を
本
年
は
徹
底
し
た
取
り

組
み
で
行
い
ま
す
。

ま
た
、
私
た
ち
の
職
域
を
守
る
た
め
に
、
県
・
市
の
公
共
工
事
に
木

造
住
宅
建
設
振
興
の
施
策
を
強
く
要
請
し
、
耐
震
・
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
、

お
得
意
先
回
り
、
住
宅
デ
ー
を
確
実
に
実
行
し
、
も
う
こ
れ
以
上
賃
金

を
下
げ
さ
せ
な
い
た
め
に
も
、
官
公
庁
に
対
し
て
最
低
制
限
価
格
、
設

計
労
務
単
価
の
見
直
し
や
、
長
建
国
保
の
安
定
運
営
強
化
な
ど
、
仕
事

と
賃
金
、
健
康
を
確
保
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

景
気
の
動
向
を
大
き
く
左
右
す
る
衆
議
院
議
員
選
挙
は
新
春
早
々
に

施
行
さ
れ
て
も
お
か
し
く
な
い
政
治
情
勢
で
す
。
貧
困
、
格
差
社
会
、

仕
事
不
足
、
不
安
定
雇
用
、
消
え
た
年
金
、
医
師
不
足
に
よ
る
医
療
危

機
、
食
の
不
安
、
自
然
の
脅
威
等
が
、
私
た
ち
を
取
り
巻
い
て
い
ま
す
。

私
た
ち
建
設
技
能
者
は
私
た
ち
の
仕
事
と
生
活
を
守
る
た
め
に
も
、

し
っ
か
り
と
し
た
政
治
の
枠
組
み
を
求
め
て
推
薦
議
員
の
全
員
当
選
に

向
け
て
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

そ
し
て
、
先
輩
諸
氏
が
築
き
上
げ
て
き
た
建
設
長
崎
を
守
り
、
大
き

く
し
て
私
た
ち
の
明
る
い
未
来
を
切
り
開
い
て
行
く
こ
と
を
お
誓
い
申

し
上
げ
、
本
年
が
皆
様
に
取
り
ま
し
て
最
良
の
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、

年
頭
に
あ
た
っ
て
の
ご
あ
い
さ
つ
と
致
し
ま
す
。

組組
合合
員員
、、
ごご
家家
族族
のの
皆皆
ささ
んん
、、

明明
けけ
まま
しし
てて
おお
めめ
でで
とと
うう
ごご
ざざ
いい
まま
すす
。。

秋秋
のの
叙叙
勲勲
受受
章章
報報
告告
・・
おお
礼礼

〜
前
県
議
会
議
員
建
設
長
崎
顧
問
前
田
富
雄
〜

こ
の
度
、
平
成
二
十
年
秋
の
叙
勲
に
際

し
、図
ら
ず
も
地
方
自
治
功
労
に
よ
り「
旭

日
小
綬
章
」
の
栄
に
浴
し
ま
し
た
。

振
り
返
り
ま
す
と
、昭
和
三
十
五
年（
一

九
六
〇
年
）建
設
長
崎
に
入
組
以
来
、「
組

合
員
の
仕
事
と
生
活
・
健
康
と
老
後
を
守

り
」「
建
設
労
働
者
の
社
会
的
地
位
の
向

上
」「
技
術
技
能
の
向
上
」
と
、
後
継
者

育
成
を
図
る
た
め
の
職
業
訓
練
の
実
施
な

ど
皆
さ
ん
の
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
懸

命
に
働
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た

こ
の
間
、
平
成
二
年
二
月
長
崎
県
議
会

議
員
に
初
当
選
、
以
来
連
続
五
期
十
七
年

二
月
余
に
わ
た
り
在
職
し
、
経
済
労
働
委

員
長
、
経
済
活
性
化
対
策
特
別
委
員
長
と

し
て
、
不
況
や
経
済
構
造
の
変
化
等
に
よ

り
、
本
県
経
済
の
活
性
化
と
雇
用
対
策
を

最
優
先
と
し
、
県
内
建
設
業
者
の
受
注
機

会
の
拡
大
を
図
る
た
め
の
小
規
模
改
修
工

事
一
〇
億
円
の
予
算
化
、
さ
ら
に
は
中
小

企
業
向
け
の
制
度
資
金
な
ど
の
施
策
の
推

進
、
企
業
の
誘
致
、
地
場
企
業
の
振
興
を

図
っ
て
き
ま
し
た
。

平
成
三
年
か
ら
は
長
崎
県
職
業
能
力
開

発
協
会
並
び
に
長
崎
県
技
能
士
会
連
合
会

会
長
等
、
永
年
に
亘
る
本
県
の
職
業
訓
練

や
、
技
能
向
上
へ
の
推
進
に
貢
献
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
私
が
精
一
杯
働
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
の
も
、
偏
に
組
合
員
の

永
年
に
亘
る
ご
協
力
ご
支
援
の
賜
物
と
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

今
後
共
に
、
組
合
員
一
人
一
人
が
組
合

に
団
結
し
て
、
厳
し
い
時
代
を
乗
り
越
え

て
く
だ
さ
る
こ
と
を
お
願
い
申
し
上
げ
、

受
章
の
ご
報
告
と
致
し
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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�
�
�
�
�
�
�
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�
�
�
�
�
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�
�
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「
構
造
改
革
」
と
い
う
と
、
な
ん
と
な
く
政
治
や
経

済
・
財
政
、
社
会
の
仕
組
み
を
良
く
す
る
こ
と
の
よ
う

に
聞
こ
え
ま
す
が
、
そ
れ
は
違
い
ま
す
。

政
官
財
の
ゆ
着
構
造
を
た
だ
す
改
革
な
ら
大
歓
迎
で

す
。
し
か
し
、
小
泉
首
相
（
二
〇
〇
一
年
四
月
―
〇
六

年
九
月
）
時
代
の
主
な
構
造
改
革
は
�
官
邸
主
導
の
行

政
運
営
�
社
会
保
障
費
の
削
減
�
定
率
減
税
廃
止
な
ど

の
増
税
�
労
働
者
派
遣
法
を
は
じ
め
と
す
る
規
制
緩
和

�
行
政
機
構
の
民
営
化
・
民
間
委
託
―
―
と
い
う
も
の
。

こ
れ
が
「
聖
域
な
き
構
造
改
革
」
で
し
た
。

要
す
る
に
、
新
自
由
主
義
の
考
え
に
基
づ
く
、�
ル
ー

ル
変
更
�
だ
っ
た
の
で
す
。
獨
協
大
学
の
森
永
卓
郎
教

授
は
「
弱
肉
強
食
の
社
会
を
つ
く
り
、
金
持
ち
・
大
企

業
に
減
税
。
そ
の
つ
け
は
庶
民
に
ま
わ
し
、
社
会
保
障

は
カ
ッ
ト
す
る
。
労
働
者
は
道
具
で
あ
り
、
壊
れ
た
ら

捨
て
取
り
替
え
れ
ば
い
い
と
い
う
も
の
」
と
指
摘
し
て

い
ま
す
。

そ
れ
で
世
の
中
は
ど
う
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
地

域
医
療
は
崩
壊
寸
前
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
は
低
下
、
貧
困

と
格
差
の
拡
大
は
治
安
悪
化
と
い
う
社
会
不
安
さ
え
招

い
て
い
ま
す
。

福
田
首
相
に
な
っ
て
よ
う
や
く
「
構
造
改
革
の
陰
の

部
分
へ
の
手
当
」
が
言
わ
れ
は
じ
め
ま
し
た
が
、
手
付

か
ず
で
政
権
を
投
げ
出
し
ま
し
た
。
麻
生
内
閣
に
構
造

改
革
路
線
の
見
直
し
が
で
き
る
の
か
ど
う
か
。
社
会
保

障
カ
ッ
ト
と
消
費
税
増
税
を
進
め
る
の
が
基
本
姿
勢
で

す
か
ら
、
見
直
し
は
無
理
で
し
ょ
う
。

貧
困
と
格
差
の
拡
大
で
日
本
社
会
は
以
前
よ
り
悪
く

な
り
ま
し
た
。
構
造
改
革
の
化
け
の
皮
は
は
が
れ
つ
つ

あ
り
ま
す
。
総
選
挙
が
行
わ
れ
る
〇
九
年
は
、
世
論
の

力
で
構
造
改
革
に
終
止
符
を
打
つ
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

争点 ２００９年 ここここがが天天下下のの分分かかれれ道道 構構造造改改革革

弱弱肉肉強強食食社社会会にに終終止止符符をを

執
行
委
員
長
年
頭
あ
い
さ
つ

執
行
委
員
長

相

川

哲

男

（１９７４年５月３０日 第３種郵便物認可） 第５２３号 ２�建 設 長 崎毎月１回１５日発行 ２００９年（平成２１年）１月１５日発行



２００９年
年男・年女

出産育児一時金が

３８万円に

引き上げられました
「産科医療補償制度」（※）の創設
に伴い、制度の保険料が分娩費用に
上乗せされることになりました。長
建国保では制度の開始に合わせ、出
産時に支給される出産育児一時金を
平成２１年１月１日より増額すること
になりました。（３５万円�３８万円）

頭
の
片
隅
に
禁
煙
を

余
り
気
に
も
し
な
い
年
男

も
三
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

今
年
は
毎
日
を
楽
し
く
過

ご
す
た
め
に
も
、
頭
の
片
隅

に
禁
煙
の
二
文
字
を
お
き
な

が
ら
、
健
康
に
留
意
し
、
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

城
下

大
輔

（
西
彼
支
部
書
記
）

禁
煙
で
健
康
第
一
に

今
年
、
還
暦
を
迎
え
て
の

年
男
。

赤
い
ち
ゃ
ん
ち
ゃ
ん
こ
に

は
、
健
康
へ
の
赤
信
号
の
よ

う
に
思
え
ま
す
。
昨
年
か
ら

は
じ
め
た
禁
煙
を
継
続
し
て
、

健
康
を
第
一
に
、
仕
事
・
組

合
活
動
を
頑
張
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

川
久
保
博
幸

（
西
彼
支
部
）

太
鼓
に
仕
事
に
気
持
ち

を
入
れ
て
取
り
組
む

昨
年
は
、
一
昨
年
か
ら
始
め

た
職
人
太
鼓
も
、
い
く
つ
か
の

曲
を
演
奏
で
き
る
よ
う
に
な
り

楽
し
く
な
っ
て
来
た
と
こ
ろ
で

す
。
太
鼓
の
付
き
合
い
で
シ
ー

ボ
ル
ト
大
学
の
学
生
さ
ん
ら
と

合
同
練
習
や
催
し
を
行
い
、
年

男
は
年
男
で
も
三
十
六
歳
で
は

な
く
二
十
四
歳
の
気
持
ち
で
叩

い
て
い
ま
す
。
今
年
も
太
鼓
に

仕
事
に
気
持
ち
を
し
っ
か
り
入

れ
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
又
、
職
人
太
鼓
に

新
し
い
メ
ン
バ
ー
が
増
え
る
こ

と
を
願
い
ま
す
。

北
山

薫

（
浦
上
東
支
部
）

繋
が
り
を
大
切
に

充
実
し
た
一
年
を

年
男
を
迎
え
る
に
あ
た
り

今
年
は
仕
事
や
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
な
ど
、
い
ろ
ん
な
こ
と
に

挑
戦
し
て
い
き
ま
す
。

そ
し
て
、
縦
横
の
繋
が
り

を
大
切
に
し
つ
つ
幅
広
い
活

動
に
も
努
め
、
充
実
し
た
一

年
を
送
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

伊
東

秀
政

（
中
央
支
部
）

日
々
の
生
活
を

大
切
に
和
や
か
に

今
年
は
年
男
で
す
が
、
今

年
に
限
ら
ず
、
仕
事
上
で
の

事
故
や
健
康
に
気
を
つ
け
て
、

日
々
の
生
活
を
大
切
に
し
、

楽
し
く
和
や
か
に
過
ご
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

廣
田

信
治

（
平
戸
支
部
）

組
合
の
一
員
と
し
て

頑
張
り
た
い

私
は
昭
和
二
十
四
年
ベ
ビ
ー

ブ
ー
ム
の
最
中
、
い
わ
ゆ
る
団

塊
の
世
代
に
生
ま
れ
ま
し
た
。

小
中
高
と
厳
し
い
競
争
の
中

何
と
か
生
き
て
き
ま
し
た
。
今

問
題
と
な
っ
て
い
る
、
い
じ
め
、

差
別
も
あ
り
ま
し
た
が
、
今
ほ

ど
陰
湿
で
は
な
く
、
誰
か
し
ら

助
け
て
く
れ
る
人
が
い
ま
し
た
。

年
寄
り
の
口
癖
『
昔
は
良
か
っ

た
』
と
思
う
こ
の
頃
で
す
。

建
設
長
崎
の
組
合
員
と
な
っ

て
二
十
年
。
こ
れ
か
ら
も
組
合

の
一
員
と
し
て
頑
張
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

田
中

清
士

（
佐
世
保
中
央
支
部
）

一
年
で
も
長
く

現
役
を

昨
年
は
五
十
代
最
後
で
最

悪
の
年
と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
新
し
い
年
を
迎
え
、

気
持
ち
を
新
た
に
し
、
厳
し

い
状
況
を
少
し
で
も
い
い
方

向
に
向
く
よ
う
に
、
仕
事
は

元
よ
り
一
か
ら
見
直
し
、
不

況
の
波
に
向
か
い
一
年
で
も

長
く
現
役
を
続
け
ら
れ
る
よ

う
頑
張
り
ま
す
。

松
本

富
安

（
市
南
支
部
）

気
合
い
を
入
れ
て

仕
事
に
打
ち
込
む

今
年
は
三
度
目
の
年
男
を

迎
え
、
例
年
以
上
に
気
合
い

を
入
れ
て
仕
事
に
打
ち
込
み

た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
オ
ン
と
オ
フ
の
ス

イ
ッ
チ
を
上
手
に
使
い
分
け

な
が
ら
楽
し
い
一
年
を
過
ご

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

古
里

一
紀

（
大
浦
支
部
）

青
年
部
の

つ
な
が
り
を
大
切
に

今
年
は
年
男
と
し
て
、
仕

事
は
も
ち
ろ
ん
の
事
、
青
年

部
活
動
に
積
極
的
に
参
加
し
、

青
年
部
同
士
の
横
の
繋
が
り

を
大
切
に
し
て
い
き
な
が
ら
、

健
康
に
留
意
し
、
頑
張
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

田
中

勇
男

（
佐
世
保
東
支
部
）

※同制度は、出産時の医療事故で脳
性まひとなった子に対し、医師に
過失がなくても総額３，０００万円の
補償金を支払う仕組み。分娩１件
につき３万円の保険料を負担する。

平成２１年１月１日以降に出産

された方が対象となります

平
穏
な
毎
日
が
最
良

昨
年
は
何
事
も
な
く
過
ご

す
事
が
で
き
ま
し
た
。
特
に

年
男
と
か
考
え
ず
、
朝
起
き

て
仕
事
を
し
、
晩
酌
の
一
杯

で
も
飲
め
る
平
穏
な
毎
日
を

過
ご
せ
れ
ば
良
い
な
と
思
い

ま
す
。

赤
瀬

勇

（
東
長
崎
支
部
）

家
族
全
員

無
事
に
年
を
重
ね
た
い

月
日
が
経
つ
の
も
早
い
も

の
で
、
六
十
歳
と
な
り
ま
し

た
。
家
族
全
員
が
健
康
に
過

ご
せ
る
事
が
私
の
幸
せ
で
す
。

今
年
一
年
無
事
に
ま
た
年
を

重
ね
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

川
田

照
重

（
島
原
支
部
）

第
二
の
人
生
を

楽
し
く
有
意
義
に

還
暦
を
迎
え
て
、
職
人
一
筋
、

そ
の
こ
ろ
師
匠
（
親
方
）
の
仕

事
ぶ
り
を
見
て
覚
え
る
。
盗
ん

で
覚
え
る
。
実
際
自
分
が
し
て

見
て
、
要
領
、
手
法
を
覚
え
た

も
の
で
し
た
。
今
で
は
『
職
人

か
た
ぎ
？
』
と
言
う
チ
ョ
ッ
ピ

リ
、
ガ
ン
コ
（
変
人
）
な
面
も

あ
り
ま
す
が
健
康
に
注
意
し
組

合
活
動
も
積
極
的
に
参
加
し
、

パ
ー
ト
ナ
ー
を
大
切
に
、
第
二

の
人
生
を
楽
し
く
有
意
義
に
過

ご
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

渡
邉

博
幸

（
大
村
支
部
）
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あなたの支部名�
　　　　氏　名�
　　　　住　所�
　　　　年　齢�
　　　　職　業�

2009年�
「新春お年玉クイズ」�
【クロスワードパズル】�

【まちがいさがし】�

答え� 7文字�
A B C D

答え� 7カ所�
1.
3.
5.

2.
4.
6.

7.

………………………

長
崎
市
城
山
町
17
―
58
�

建
設
長
崎
　
教
宣
部�

「
新
春
お
年
玉
ク
イ
ズ
」
係�

8 5 2 8 0 2 1

全自交�

ヨコのカギ
１ タカ派の反対勢力――派
３ おい羽根をつくるための

板
６ ――庭。――入り娘
８ 魚をつるための針
１０ 携帯用の鏡つき化粧ケー

ス
１２ Ｆ１の運転手はカー――
１４ いろいろな毛色のネコ
１５ 工事中のためまわり道
１６ ミャンマーの旧国名。名

作「――の竪琴」
１８ 専門以外の技芸
１９ ――つづみ。 ――さき

三寸
２１ ――の決まり手は８２
２３ 道のりの長さ
２４ 志村けんの「バカ――様」
２６ 両親のことです
２７ 自動改札で――乗車は難

しく
３０ 大都市の中心部。副――
３１ そっくりなこと――二つ
３３ 兄弟はブラザー、姉妹

は？
３５ 洋酒に対して清酒は？
３７ 北京のあとの五輪開催都

市
３９ テレビ――。五重の――
４０ 受け答え。質疑――
４１ 夕やけ小やけの――とん

ぼ

タ
テ
の
カ
ギ

１

新
年
に
初
め
て
の
社
寺
へ
の
お
参

り

２

寄
席
や
紅
白
な
ど
の
最
後
の
出
演

者

３

魔
法
学
校
の
生
徒
―
―
ポ
ッ
タ
ー

４

等
し
い
こ
と
。
記
号
は
『＝

』

５

牛
・
豚
の
舌
の
肉
。
―
―
シ

チ
ュ
ー

６

ス
ワ
ン
。
―
―
の
湖

７

京
都
や
奈
良
な
ど
の
昔
の
み
や
こ

９

ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
こ
と
で
す

１１

イ
ギ
リ
ス
の
大
衆
的
な
酒
場

１３

ワ
ビ
・
―
―
は
千
利
休
の
茶
道

１７

船
の
ほ
ば
し
ら

２０

他
人
の
助
力
。
―
―
本
願

２２

一
色
の
濃
淡
で
表
現
し
た
映
像
や

絵

２３

実
は
ア
フ
リ
カ
大
陸
最
南
端
で
は

な
い

２５

地
球
が
熱
く
な
る
―
―
問
題

２８

政
治
家
に
多
い
。
小
泉
元
首
相
も

２９

ど
こ
か
に
行
っ
て
い
て
家
に
い
な

い

３２

一
―
―
は
一
円
の
千
分
の
一
で
す

３４

浦
島
・
桃
・
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
―
―

３５

―
―
を
追
う
者
は
一
兎
を
も
得
ず

３６

上
杉
謙
信
が
武
田
に
お
く
っ
た
も

の

３８

ノ
ッ
ク
し
て
か
ら
―
―
を
あ
け
る

明けまして
おめでとう
ございます

年始にタクシーをご利用の際は
県タクのタクシーを御利用下さい。

建設長崎支持労組加盟の県タク利用を！

○シティーキャブグループ
（観光タクシー・丸井タク
シー・丸寿タクシー・昭和
タクシー・寿タクシー） ８２８‐１０１０

○朝日タクシー ８３９‐５３１２
○浦上タクシー ８４４‐１１４４
○住吉タクシー ８５６‐７７７４
○中央タクシー ８４２‐０４０４

○蒲原タクシー ８２２‐８１８８
○みなとタクシー

８２３‐１１６３
○共和タクシー ８８２‐２１２１
○城山タクシー ８６１‐４０６０
○平和タクシー ８５０‐００３６

1月17日�
初市

（お楽しみ抽選会）

西彼杵郡時津町左底郷１の４

T E L 0 9 5-8 8 2-0 3 0 4
F A X 0 9 5-8 8 2-6 5 9 4

明けましてお目出当う御座居ます
今年も旧倍のお引立て
宜しくお願い致します

長建木材供給�
取締役社長 高島 正弘

２００９年建設長崎 各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春旗旗旗旗旗旗旗旗旗旗旗旗旗旗旗旗旗旗旗旗旗旗旗旗旗旗旗旗旗旗旗旗旗旗旗旗旗旗旗開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開ききききききききききききききききききききききききききききききききききききききき各各支支部部新新春春旗旗開開きき
会 場

長崎県勤労福祉会館

建設長崎県北総合会館

支部事務所

建設技能会館（組合本部）

時津町北部コミュニティセンター

中里皆瀬地区公民館

彦八

時間

１９時

１９時

１９時

１９時

１９時

１９時

１８時

支部名

中央

佐世保中央

佐世保東

浦上東

西彼

佐世保北

島原

曜

木

金

火

水

金

月 日

１月２２日

１月２３日

〃

１月２７日

〃

１月２８日

１月３０日

会 場

支部事務所

大浦区民センター

川徳

諫早市勤労者福祉会館

支部事務所

支部事務所

支部事務所

建設技能会館（組合本部）

時間

１９時

１９時

１９時

１９時

１９時

１９時

１９時

１９時

支部名

市南

大浦

東長崎

諫早

大村

北松

平戸

浦上西

曜

火

水

木

金

木

月 日

１月１３日

〃

１月１４日

１月１５日

〃

１月１６日

〃

１月２２日

問題が解けたら左記の要領で応募して下さ
い。正解者の中から抽選で５０名の方に素敵な
記念品をお送りします。

◆応募締切 １月１０日� 必着

二
〇
〇
九
新
春
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド

【
パ
ズ
ル
の
解
き
方
】
カ
ギ
を
ヒ
ン
ト
に
マ
ス
を
う
め
、二
重
マ
ス
に
入
っ

た
文
字
Ａ
〜
Ｇ
の
順
に
並
べ
て
で
き
る
言
葉
は
、
な
に
？

（
問
題
）
下
の
絵
は
上
と
７
カ
所
の
間
違
い
が
あ
り
ま
す
。
ど
こ
で
し
ょ
う
。

（１９７４年５月３０日 第３種郵便物認可） 第５２３号 ４�建 設 長 崎毎月１回１５日発行 ２００９年（平成２１年）１月１５日発行
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現在、5つの保険法人が指定されています。�

保証（株）の5つの保険法人が指定されております。�
（株）ハウスジーメン、ハウスプラス住宅�

住宅瑕疵
担保履行法

「
特
定
住
宅
瑕
疵
担
保
責
任

の
履
行
の
確
保
等
に
関
す
る
法

律（
住
宅
瑕
疵
担
保
履
行
法
）」

が
平
成
十
九
年
五
月
三
十
日
に

制
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
法
律

に
よ
り
、
平
成
二
十
一
年
十
月

一
日
以
降
に
新
築
住
宅
を
「
引

渡
す
」
場
合
、
請
負
人
と
な
る

建
設
業
者
と
売
主
と
な
る
宅
地

建
物
取
引
業
者
に
は
保
険
加
入

ま
た
は
保
証
金
の
供
託
の
い
ず

れ
か
の
対
応
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

一
、
住
宅
瑕
疵
担
保
責
任
保
険

に
つ
い
て

保
険
制
度
は
建
設
業
者
や
宅

建
業
者
が
、
国
土
交
通
大
臣
が

指
定
す
る
保
険
法
人
と
の
間
で

保
険
契
約
を
締
結
す
る
も
の
で

す
。
供
託
の
代
わ
り
に
な
る
保

険
な
の
で
、
保
険
金
の
支
払
限

度
額
（
二
千
万
円
以
上
）
や
保

険
期
間
（
十
年
）
に
つ
い
て
一

定
の
条
件
を
満
た
す
必
要
が
あ

り
ま
す
。

保
険
契
約
を
締
結
し
て
い
る

住
宅
に
、
も
し
瑕
疵
に
よ
る
損

害
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
売

主
等
が
そ
の
補
修
な
ど
に
要
し

た
費
用
に
つ
い
て
、
保
険
法
人

か
ら
保
険
金
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
売
主
等
が
倒
産
し
て
い

る
場
合
な
ど
は
、
買
主
等
は
直

接
保
険
法
人
に
保
険
金
を
請
求

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
保
険
に
加
入
す
る
に

は
、
工
事
中
に
保
険
法
人
の
現

場
検
査
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
た
め
、
着
工
前
に
申
し
込

む
必
要
が
あ
り
ま
す
。
着
工
が

法
律
の
施
行
日
（
平
成
二
十
一

年
十
月
一
日
）
よ
り
前
で
も
、

引
き
渡
し
が
施
行
日
以
降
で
あ

れ
ば
資
力
確
保
義
務
の
対
象
に

な
り
ま
す
の
で
、
着
工
前
の
保

険
の
申
込
み
を
忘
れ
ず
に
行
っ

て
下
さ
い
。

二
、
資
力
確
保
状
況
の
届
出

新
築
住
宅
を
引
渡
す
建
設
業

者
や
宅
地
建
物
取
引
業
者
は
、

年
二
回
の
基
準
日
（
三
月
三
十

一
日
と
九
月
三
十
日
）
に
お
け

る
保
険
契
約
や
供
託
の
状
況
を
、

基
準
日
か
ら
三
週
間
前
以
内
に
、

許
可
ま
た
は
免
許
を
受
け
た
国

土
交
通
大
臣
ま
た
は
都
道
府
県

知
事
に
報
告
す
る
義
務
が
あ
り

ま
す
。
届
出
を
し
な
か
っ
た
り
、

虚
偽
の
届
出
を
行
っ
た
り
し
た

場
合
や
資
力
確
保
措
置
を
講
じ

ず
に
新
た
な
契
約
を
締
結
し
た

場
合
に
は
罰
則
等
が
科
さ
れ
ま

す
。

職
業
能
力
開
発
協
会
と
県
技

能
士
会
が
中
心
と
な
っ
て
開
催

さ
れ
る
、「
も
の
づ
く
り
フ
ェ

ス
タ
２
０
０
８
」
が
十
一
月
三

十
日
（
日
）
長
崎
市
は
浜
の
町

「
ベ
ル
ナ
ー
ド
観
光
通
り
」
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

で
は
、
主
催
者
を
代
表
し
て
、

金
子
知
事
、
能
力
開
発
協
会

長
・
技
能
士
連
合
会
会
長
と
し

て
前
田
富
雄
顧
問
が
「
も
の
づ

く
り
」
を
支
え
る
技
能
・
技
術

者
を
取
り
巻
く
環
境
は
働
く
場

の
減
少
に
加
え
、
少
子
高
齢
化

が
進
展
す
る
中
で
の
若
者
の
技

能
離
れ
も
進
み
、
技
能
の
継
承

が
危
ぶ
ま
れ
て
い
る
。
も
の
づ

く
り
の
必
要
性
は
こ
れ
か
ら
も

欠
か
せ
な
い
も
の
と
し
て
、
県

民
の
皆
様
に
も
の
づ
く
り
の
必

要
性
と
楽
し
さ
を
、
肌
で
感
じ

て
も
ら
う
た
め
、
是
非
が
ん

ば
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
と
挨

拶
が
あ
り
ま
し
た
。

会
場
に
は
建
設
長
崎
を
は
じ

め
、
陶
磁
器
や
和
裁
な
ど
十
六

の
団
体
が
出
展
し
て
お
り
、
そ

れ
ぞ
れ
技
能
士
に
よ
る
展
示
・

体
験
・
販
売
な
ど
実
施
し
て
い

ま
し
た
。

建
設
長
崎
（
長
崎
技
能
士

会
）
で
は
、「
二
軒
の
模
型
・

隅
木
」を
展
示
、体
験
コ
ー
ナ
ー

と
し
て
「
万
能
腰
掛
け
」
づ
く

り
を
実
施
し
ま
し
た
。
六
十
組

用
意
し
た
万
能
腰
掛
け
は
、
大

盛
況
で
。
参
加
さ
れ
た
小
さ
な

子
供
さ
ん
や
主
婦
の
皆
さ
ん
に

も
、
も
の
づ
く
り
の
楽
し
さ
を

体
験
し
て
頂
き
、
予
約
券
を
発

行
し
順
番
待
ち
と
な
る
状
況
で

し
た
。

（
井
関
）
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市議・町議推薦候補

たか き よし あき

〔１区〕高 木 義 明
民主党・６期

ふく だ

〔２区〕福 田 えりこ
民主党・新人

やま だ まさ ひこ

〔３区〕山 田 正 彦
民主党・５期

みや じま だい すけ

〔４区〕宮 島 大 典
民主党・元職

森 多久男（元職）

北 村 亮 樹（２期）

比
例
区
は
社
民
党

平
成
二
十
一
年
十
月
一
日
以
降
に
新
築
住
宅
を「
引
渡
す
」場
合

保
険
加
入
ま
た
は
保
証
金
の
供
託
が
必
要
で
す

（参考）保険法人などの問い合わせ先（平成２０年１１月１日現在）
○財団法人 住宅保証機構 【問合せ先】０３－３５８４－６６３１
○株式会社 住宅あんしん保証 【問合せ先】０３－３５１６－６３３３
○株式会社 日本住宅保証検査機構 【問合せ先】０３－３６３５－３６５５
○株式会社 ハウスジーメン 【問合せ先】０３－５４０８－８４８６
○ハウスプラス住宅保証 株式会社 【問合せ先】０３－５７７７－１４３４

諫
早
市
議
会
議
員
立
候
補
予
定
者

佐
々
町
議
立
候
補
予
定
者

毎月１回１５日発行 ２００９年（平成２１年）１月１５日発行建 設 長 崎第５２３号 （１９７４年５月３０日 第３種郵便物認可）５�
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市
南
支
部

県
北
総
支
部
主
婦
会
料
理
教
室

〜
彩
り
豊
か
に
五
品
を
完
成
〜

県
北
総
支
部
主
婦
会
は
、

十
二
月
四
日
、
佐
世
保
中
央

え
び
す

公
民
館
で
蛭
子
先
生
を
講
師

に
迎
え
、
恒
例
の
料
理
教
室

を
開
催
致
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
五
支
部
十
九
名

の
参
加
で
、
パ
プ
リ
カ
ラ
イ

ス
・
魚
の
丸
揚
げ
あ
ん
か

け
・
豚
の
角
煮
万
十
・
パ

イ
ナ
ッ
プ
ル
サ
ラ
ダ
・

ス
ー
プ
の
五
品
を
作
り
ま

し
た
。

魚
は
、
大
き
な
ク
ロ
ダ

イ
を
安
価
に
仕
入
れ
て
頂

き
、
豪
華
な
一
品
が
出
来

上
が
り
ま
し
た
。
他
の
料

理
も
彩
り
豊
か
で
こ
れ
か

ら
の
季
節
に
ぴ
っ
た
り
の

品
ば
か
り
で
し
た
。

角
煮
万
十
は
、
皮
の
生
地

作
り
が
重
要
。
た
た
く
程
よ

く
膨
ら
む
と
言
う
こ
と
で
、

主
婦
会
の
皆
さ
ん
も
い
ろ
い

ろ
な
思
い
を
生
地
に
た
た
き

つ
け
、立
派
な
万
十
が
出
来
上

が
り
ま
し
た
。（
笑
）（
値
賀
）

大
盛
況
�
チ
ラ
シ
配
り
の
効
果
あ
り

十
一
月
二
十
三
日
�
、
市
南

支
部
で
は
、
昨
年
と
同
じ
く
深

堀
団
地
内
に
て
住
宅
デ
ー
を
開

催
し
ま
し
た
。

今
回
の
開
催
に
あ
た
っ
て
は

事
前
に
組
合
員
さ
ん
に
よ
る
、

個
人
宅
等
へ
の
チ
ラ
シ
配
り
を

お
こ
な
っ
て
お
り
、
そ
の
効
果

が
あ
っ
た
の
か
受
付
開
始
よ
り

例
年
に
な
く
沢
山
の
方
が
会
場

に
足
を
運
ん
で
下
さ
い
ま
し
た
。

持
ち
込
ま
れ
た
包
丁
の
中
に

は
、
何
年
も
使
っ
て
い
な
い
よ

う
な
サ
ビ
だ
ら
け
の
物
も
あ
り

ま
し
た
が
、
組
合
員
の
皆
さ
ん

は
休
み
な
く
、
一
本
、
一
本
丁

寧
に
研
ぎ
上
げ
て
い
き
ま
し
た
。

お
昼
に
は
弁
当
を
食
べ
な
が

ら
談
笑
し
、
午
後
二
時
の
受
け

付
け
終
了
ま
で
に
研
ぎ
上
げ
た

包
丁
は
一
〇
六
本
で
し
た
。

今
年
は
い
つ
も
よ
り
遅
く
、

肌
寒
い
中
で
の
開
催
と
な
り
参

加
さ
れ
た
皆
さ
ん
に
は
本
当
に

お
疲
れ
様
で
し
た
。

（
古
井
）

東
長
崎
支
部
で
は
、
十
一
月

十
六
日
�
無
料
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
相
談
会
を
三
会
場
（
つ
つ
じ

が
丘
・
中
里
・
鶴
の
尾
）
で
開

催
し
ま
し
た
。

従
来
、
住
宅
デ
ー
を
分
会
単

位
で
、
開
催
し
て
い
ま
し
た
が
、

一
般
の
方
に
「
住
宅
デ
ー
」
と

い
っ
て
も
わ
か
ら
な
い
の
で
、

「
リ
フ
ォ
ー
ム
相
談
会
」
と
し

て
開
催
し
ま
し
た
。

仕
事
が
な
い
厳
し
い
現
在
、

数
十
年
前
に
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー

が
建
て
た
団
地
内
で
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
な
く
、
仕
事
確
保
の

た
め
に
、
少
し
で
も
受
注
に
つ

な
が
れ
ば
と
い
う
こ
と
で
、
前

日
チ
ラ
シ
を
配
布
し
、
当
日
、

リ
フ
ォ
ー
ム
に
つ
い
て
の
ア
ン

ケ
ー
ト
を
と
り
な
が
ら
、
あ
く

ま
で
包
丁
研
ぎ
は
、
相
談
会
場

で
の
サ
ー
ビ
ス
の
一
環
と
し
て

行
い
ま
し
た
。

初
め
て
の
試
み
で
し
た
の
で
、

宣
伝
カ
ー
で
巡
回
を
し
、
三
会

場
周
辺
を
く
ま
な
く
ま
わ
っ
た

結
果
、
当
日
の
相
談
一
件
、
後

日
チ
ラ
シ
を
見
て
の
問
い
合
わ

せ
が
二
件
あ
り
ま
し
た
。

今
回
初
め
て
の
取
り
組
み
と

な
り
ま
し
た
が
、
思
わ
ぬ
成
果

に
参
加
者
一
同
喜
ん
で
い
ま
す
。

今
後
は
毎
年
、
春
と
秋
の
二

回
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
相
談
会

を
開
催
し
、
少
し
で
も
仕
事
確

保
に
つ
な
が
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

（
牧
島

貢
）

【
参
加
者
】

中
島

直
人

山
本

秀
夫

小
泉

雄
義

葛
島

俊
幸

松
浦

良
二

太
田

武
造

森

貞
夫

江
崎

雪
夫

山
下

俊
之

久
保

善
彦

桑
原

辰
徳

森
岡
フ
サ
エ

山
下
八
千
代

舩
津
副
委
員
長

佐
世
保
東
支
部
で
は
、
十
二

月
七
日
�
に
支
部
事
務
所
に
て
、

「
住
宅
デ
ー
無
料
包
丁
研
ぎ
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

支
部
事
務
所
で
は
五
年
ぶ
り

の
開
催
で
、
朝
早
く
か
ら
多
く

の
方
が
訪
れ
、
相
川
委
員
長
、

北
村
副
委
員
長
、
田
上
書
記
長

に
も
ご
参
加
頂
き
、
大
変
賑
わ

い
ま
し
た
。

今
回
は
青
年
部
の
皆
さ
ん
の

協
力
を
得
て
、
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン

の
無
料
配
布
や
、木
工
教
室（
す

の
こ
作
り
）
も
行
い
、
多
く
の

子
供
さ
ん
も
訪
れ
、
作
り
上
げ

た
す
の
こ
に
満
足
そ
う
な
笑
み

を
浮
か
べ
な
が
ら
、
ポ
ッ
プ

コ
ー
ン
を
美
味
し
そ
う
に
ほ
お

ば
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
主
婦
会
の
皆
さ
ん
に

は
、
豚
汁
の
炊
き
出
し
を
し
て

頂
き
、
十
二
月
の
寒
さ
に
冷
え

切
っ
た
体
も
温
ま
り
、
と
て
も

美
味
し
く
、
大
盛
況
で
し
た
。

包
丁
研
ぎ
の
方
は
、
研
ぎ
あ

げ
た
包
丁
は
九
〇
本
で
、
役

員
・
青
年
部
・
主
婦
会
が
一
体

と
な
り
、
支
部
を
あ
げ
て
の
住

宅
デ
ー
は
、
地
域
の
方
々
と
の

ふ
れ
あ
い
の
場
と
し
て
、
と
て

も
実
り
あ
る
も
の
に
な
っ
た
と

思
い
ま
す
。

（
松
園
）

【
参
加
者
】

牧
島

貢

長
野

末
廣

牧
島

愛
子

田
川

辰
之

荒
木

八
男

木
村

初
夫

赤
瀬

勇

赤
瀬

真
児

伊
藤

和
正

藤
本

稔
美

渡
辺

国
昭

松
尾

昭
幸

里

澄
宏

若
杉

隆

本
田

順
一

園
田

康
秀

寺
田

政
徳

本
田

隆
彦

渡
辺
の
り
子

里

美
明

井
手

貞
夫

松
永

博
隆

寺
田
す
え
子

松
尾

学

尾
上

正
範

本
田

勇

相
川
委
員
長

金
子
県
議

岩
永

和
範

里

雄
二
郎

田
上
書
記
長

澤
山
部
長

【
参
加
者
】

茅
原
喜
志
男

長
島

則
行

田
中

秀
幸

坂
本

昇

三
栗
野

正

鴨
川

浩
樹

田
中

光
輝

田
中

勇
男

茅
原

一
樹

茅
原

喜
人

一
本
松

淳

都
市

秋
子

早
田

純
子

鴨
川

江
里

柳

初
美

田
中
ま
ゆ
み

田
中

純
子

【パプリカライス】
�米は、３０分くらい前に洗って、ざるにあ
げておく。
�玉ねぎは、粗みじんに切る。
�ハム又はベーコンは、１センチの角切り
にする。赤パプリカも同じくらいの大き
さに揃える。
�パセリは、みじんに切る。
�鍋を熱して、サラダ油大さじ１～２杯を
入れて、�の玉ねぎを透き通るまで炒め、
�のハム又はベーコンを炒め、赤パプリ
カ・コーンを炒める。�の米を入れて、
バターを大さじ１～２杯分を入れて、米
に全部溶けてなじんだら、水・スープの
素・塩・こしょうで調味し、その後普通
に炊く。
�炊き上がったら、１０分ほど蒸らして、パ
セリのみじん切りを加えながら全体を混
ぜ、大皿に盛り付ける。

【パイナップルサラダ】
�パイナップルは、水気を切り、半円にな
るように２つに切り、厚みに切り目を入
れる。
�ハムを半分に切って�の切り目にはさむ。
�サラダ菜は、１枚ずつはがしてよく洗い、
よく水気を取り、大皿の周りに敷き、�
のパイナップル・ハムを盛り付ける。
�紅玉りんごを細い線に切って、塩水をく
ぐらせて水気を切って、大皿の真ん中に
花芯に見立てて盛り付ける。
�別の器（ソーサ）に、ヨーグルトとマヨ
ネーズを合せた、ヨーグルトソースを作
り、添え、このソースをつけながら頂く。

米 ３カップ
水 ３．５カップ
スープの素 １個
玉ねぎ １個
赤パプリカ １個
コーン １／２缶
マッシュルーム ２～３個
（スライス）
パセリ
ハムまたはベーコン ３～４枚
塩 小さじ１
こしょう
バター
サラダ油

パイナップル缶 １０枚
ハム（丸型） １０枚
サラダ菜 １個
ヨーグルト １／２カップ
マヨネーズ 大さじ２
砂糖 少々
塩・こしょう
紅玉りんご １／２個

三会場で
住宅リフォーム相談会

東長崎支部

実りある
地域の方々とのふれあい

佐世保東支部

寒い中一本一本丁寧につつじが丘１・２丁目公民館前

鶴の尾集会所前

中里公民館前

（１９７４年５月３０日 第３種郵便物認可） 第５２３号 ６�建 設 長 崎毎月１回１５日発行 ２００９年（平成２１年）１月１５日発行


